
東　　　 大　　　 阪（１） （昭和29年４月24日　第 3 種郵便物認可） 毎月１日・ 15日発行平成２９年１1月15日（水）
岡
本
好
行
会
長
（
左
）
の
説
明
を
熱
心
に
聞
く
大
阪
商
業
大
学
の
学
生

〒577―0802
東大阪市小阪本町 1-1-7
　　 エフエスビル２Ｆ

〒581-0013
八尾市山本町南 6-2-29
TEL 072―926―5134
FAX 072―921―6893

TEL 06―6720―4601
FAX 06―6720―4603

東大阪 ･八尾
柏原の地域紙

6930

内
科・心
療
内
科・皮
膚
科

八
尾
市
荘
内
町
２―

２―

36

☎
０
７
２―

９
９
０―

５
３
３
１

（
八
尾
徳
洲
会
総
合
病
院
西
側
）

さ
ん
ぽ
う
ク
リ
ニッ
ク

院
長　
楊　

博
嗣

2017・11・15

秋
の
夕
暮
れ
、
帰
り
道
に
「
ち
ょ
っ
と

熱
燗
と
お
で
ん
で
一
杯
」
と
居
酒
屋
に
。

話
題
は
初
来
日
し
た
ト
ラ
ン
プ
米
大
統

領
の
動
き
だ
。
日
本
で
気
持
ち
よ
く
過

ご
し
た
後
、
韓
国
に
立
ち
寄
っ
た
が
少

し
違
和
感
と
温
度
差
を
感
じ
た
だ
ろ
う
。

８
日
、
北
京
の
紫
禁
城
で
最
大
級
の
歓
迎
を
受
け

た
ト
ラ
ン
プ
氏
。
習
近
平
国
家
主
席
の
ほ
ほ
え
み

は
印
象
的
だ
っ
た
。
こ
の
和
や
か
な
序
曲
は
９
日

の
首
脳
会
談
を
暗
示
す
る
も
の
な
の
か
。
北
朝
鮮

問
題
の
解

決
の
た
め

こ
の
際
、

自
国
フ
ァ
ー
ス
ト
を
超
え
た
外
交
を
期
待
し
た

い
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
が
離
日
し
た
７
日
の
日
経
平
均
株

価
は
前
日
比
３
８
９
円
高
の
２
万
２
、
９
３
７
円

ま
で
上
昇
。
９
日
午
前
に
は
２
万
３
千
円
を
超
え

た
。
上
場
企
業
の
来
年
３
月
期
は
最
高
益
を
更
新

す
る
と
い
う
。

　

し
か
し
、
戦
後
２
番
目
の
景
気
拡
大
期
だ
と
い

う
が
生
活
実
感
は
な
い
。
安
倍
首
相
は
経
済
界
に

賃
上
げ
３
％
を
要
求
し
た
が
懐
は
寂
し
い
。
そ
の

よ
う
な
な
か
、
早
く
も
メ
ガ
バ
ン
ク
が
低
金
利
に

よ
る
収
益
性
低
下
か
ら
仕
事
の
自
動
化
で
生
産
性

向
上
を
狙
う
人
員
整
理
を
発
表
し
た
。
三
菱
東
京

Ｕ
Ｆ
Ｊ
は
国
内
従
業
員
の
３
割（
９
、５
０
０
人
）、

み
ず
ほ
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
は
今
後
10

年
で
現
在
の
従
業
員
の
30
％
（
１
万
９
千
人
）
を

削
減
す
る
の
だ
か
ら
危
機
感
は
半
端
で
は
な
い
。

　

過
日
、
近
鉄
沿
線
駅
前
の
外
食
チ
エ
ー
ン
店
に

飛
び
込
ん
だ
。
牛
丼
並
盛
が
２
９
０
円
、
食
材
は

国
産
表
示

だ
。
安
さ
と

高
齢
者
や

家
族
連
れ
の
多
さ
に
驚
い
た
。
梅
田
駅
前
に
あ
る

「
炉
端
焼
き
」
は
１
品
オ
ー
ル
３
０
０
円
、
若
い

女
性
や
中
国
人
観
光
客
が
列
を
な
し
て
い
る
か
ら

び
っ
く
り
だ
。
国
産
品
使
用
で
安
心
だ
と
中
国
人

が
来
る
の
だ
ろ
う
。
馴
染
み
の
カ
ラ
オ
ケ
ス
ナ
ッ

ク
は
昼
時
間
帯
に
シ
フ
ト
し
、
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー

８
時
半
、
閉
店
９
時
に
な
っ
た
。
コ
ス
ト
パ
ー
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
を
考
え
る
庶
民
。
と
り
わ
け
元
気
高

齢
者
は
い
ま
昼
飲
み
会
で
盛
り
上
が
っ
て
い
る
。

晴耕雨読

景
気
拡
大
す
る
も
生
活
実
感
な
し

共同開発

  一般社団法人災害避難研究所
マツモラ産業株式会社

ん
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き
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人
引
車
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災
害
時
対
応
の

こんな時の マツモラ健康塾開校のお知らせ
プログラムは毎月変わります。ぜひ毎回ご参加ください。
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予防を目的とした健康塾です

様々な参加型プログラム・測定を
お楽しみいただけます

糖尿病・痛風と高尿酸血症
花粉症・睡眠時無呼吸
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脳の開発に役立つパズルなど盛りだくさん
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八尾徳洲会
総合病院

エイブル

ゲオ八尾店 ソフトバンク

近鉄八尾駅

174174

桜ケ丘 2丁目

青山町

参
加
費

無 

料

さんぽうクリニックにて開催
※八尾徳洲会総合病院西側
　（青山通り沿い）

大阪商業大学ユニバーシティ・
コモンズre-Act南館１階

東
大
阪
工
場
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

実
現
の
足
が
か
り

た
。
古
代
か
ら
の
産
業

ル
ー
ツ
と
近
代
以
降
の
集

積
プ
ロ
セ
ス
を
年
代
順
に

眺
め
る
こ
と
が
で
き
、
来

場
者
は
喜
ん
で
い
た
。「
地

場
産
業
」「
東
大
阪
は
じ

め
て
物
語
」「
長
寿
企
業
」

「
匠
」「
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
と
い
う
目
を
引
く
タ

イ
ト
ル
を
つ
け
、
工
夫
を

凝
ら
し
て
い
た
。

　
「
東
大
阪
は
じ
め
て
物

語
」コ
ー
ナ
ー
で
は
、ア
ー

ト
ネ
ジ
（
川
端
ネ
ジ
製
作

所
）、ア
ー
ト
ワ
イ
ヤ
（
日

本
化
線
株
式
会
社
）、
錆

び
な
い
ネ
ジ
（
株
式
会
社

竹
中
製
作
所
）、
緩
ま
な

い
ネ
ジ
（
ハ
ー
ド
ロ
ッ
ク

工
業
株
式
会
社
）、
ス
マ

ホ
の
覗
き
見
防
止
フ
イ
ル

ム
（
株
式
会
社
サ
ン
ク
レ

ス
ト
）
な
ど
が
展
示
さ
れ

た
。

　

展
示
会
だ
け
で
な
く
、

セ
ミ
ナ
ー
も
開
催
さ
れ

た
。
３
日
は
工
場
を
記
録

す
る
会
の
成
瀬
俊
彦
顧
問

が
「
モ
ノ
づ
く
り
観
光
と

工
場
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
と

い
う
演
題
で
講
演
。
４
日

も
同
じ
く
成
瀬
顧
問
が

「
東
大
阪
地
域
経
済
の
歴

史
」
と
い
う
演
題
で
、
５

日
は
岡
本
会
長
が
「
東
大

阪
製
造
業
長
寿
企
業
の
経

営
」
と
い
う
演
題
で
講
演

し
た
。

　

工
場
を
記
録
す
る
会
へ

の
問
い
合
わ
せ
は
、
☎
０

６
―
６
９
７
３
―
１
３
７

８
。

　

元
議
員
の
辞
職
に
伴
う
大
阪
府
議
会
議
員
補
欠
選

挙
（
東
大
阪
市
選
挙
区
、
欠
員
２
）
が
11
月
10
日
に

告
示
さ
れ
た
。

  

立
候
補
者
は
、
大
阪
維
新
の
会
の
元
府
議
秘
書
、

広
野
瑞
穂
さ
ん
（
52
）、
共
産
党
の
元
東
大
阪
市
議
、

内
海
公
仁
さ
ん
（
61
）、
無
所
属
の
元
衆
議
院
議
員
、

西
野
弘
一
さ
ん
（
48
）。
横
一
線
に
並
ぶ
３
人
。

　

投
開
票
は
11
月
19
日
。

共栄化学工業株式会社
代表取締役

稲垣 圭悟さん

　

笑
顔
、
笑
顔
、
笑

顔
。
こ
の
会
社
に
は

笑
顔
が
溢
れ
て
い

る
。
ア
ク
リ
ル
製
品

を
主
に
手
が
け
る
共

栄
化
学
株
式
会
社
。

創
業
66
年
の
同
社

は
、
八
尾
で
も
屈
指

の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

な
会
社
だ
。

　

３
代
目
の
社
長
、

稲
垣
圭
悟
さ
ん

（
52
）
は
自
由

な
発
想
力
の
持

ち
主
だ
。
ガ
ラ

ス
張
り
の
洒
落
た
社
長
室

は
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
や
色

と
り
ど
り
の
お
も
ち
ゃ
が

あ
ち
こ
ち
に
転
が
っ
て
い

る
。
元
は
地
味
な
社
員
用

食
堂
だ
っ
た
と
い
う
が
、

信
じ
ら
れ
な
い
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
デ
ザ
イ
ン
会
社

に
い
る
よ
う
な
錯
覚
さ
え

覚
え
る
。

　

昭
和
26
年
に
樹
脂
の
リ

サ
イ
ク
ル
メ
ー
カ
ー
と
し

て
ス
タ
ー
ト
。
順
調
に
業

績
を
伸
ば
し
て
い
た
が
、

昭
和
63
年
火
事
で
設
備
を

消
失
。
下
請
け
加
工
屋
と

し
て
再
ス
タ
ー
ト
。
し
か

し
、
思
う
よ
う
に
利
益
が

上
が
ら
ず
、赤
字
続
き
に
。

２
代
目
社
長
は
会
社
を
畳

も
う
か
ど
う
し
よ
う
か
と

悩
む
。

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
サ
ッ

カ
ー
が
好
き
で
、
努
力
の

末
に
ガ
ン
バ
大
阪
の
コ
ー

チ
と
し
て
活
躍
し
始
め
て

い
た
稲
垣
さ
ん
。
父
親
で

あ
る
２
代
目
社
長
が
苦
悩

す
る
姿
を
見
る
う
ち
に
、

自
分
の
夢
を
諦
め
会
社
を

継
ご
う
と
決
心
し
た
。

　

社
長
が
変
わ
っ
た
か
ら

と
い
っ
て
、
す
ぐ
に
会
社

が
良
く
な
る
こ
と
は
な
い
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
ど
ん
ど

ん
社
員
が
辞
め
、
18
人
が

４
人
に
ま
で
減
っ
た
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
会
社
が

潰
れ
る
と
危
機
感
を
覚
え

た
稲
垣
さ
ん
は
、
知
恵
を

絞
っ
た
。
そ
し
て
、
出
た

結
果
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

だ
っ
た
。
平
成
17
年
か
ら

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
駆
使

し
全
国
か
ら
注
文
を
と
り

始
め
る
。「
２
時
間
で
見

積
も
り
し
ま
す
」
と
業
界

の
常
識
を
覆
す
キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー
で
Ｐ
Ｒ
。
こ
れ
が

喜
ば
れ
、
見
る
見
る
う
ち

に
仕
事
が
増
え
た
。

　

平
成
24
年
か
ら
は
樹
脂

加
工
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
社

員
の
好
き
な
こ
と
や
趣
味

を
テ
ー
マ
に
商
品
開
発
を

ス
タ
ー
ト
。
社
内
ベ
ン

チ
ャ
ー
を
推
進
し
、
現
在

ア
ク
リ
ル
運
動
部
株
式
会

社
、
と
み
さ
ん
の
工
房
お

祭
り
グ
ッ
ズ
、
ア
ク
リ
ル

フ
ィ
ギ
ア
ケ
ー
ス
シ
ョ
ッ

プ
「
ヨ
メ
テ
ラ
ス
」
な
ど

次
々
に
立
ち
上
げ
る
。
ア

ク
セ
サ
リ
ー
や
オ
リ
ジ
ナ

ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
販
売
ま
で

手
を
伸
ば
す
。

　

経
営
方
針
は
「
ひ
と
り

ひ
と
り
の
個
性
を
生
か

す
」「
ち
っ
ち
ゃ
な
会
社

の
多
角
的
経

営
」。
こ
れ

か
ら
ど
ん
な

商
品
が
生
ま

れ
る
の
か
楽
し
み
だ
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
駆
使
し
全
国
か
ら
受
注

好きなこと、 趣味を
テーマに商品開発

社員に慕われる
稲垣圭悟社長

認
知
症
予
防
セ
ミ
ナ
ー

マ
ナ
ビ
ッ
ク
ス
80
で

  

　

認
知
症
予
防
セ
ミ

ナ
ー
が
10
月
14
日
に
マ

ナ
ビ
ッ
ク
ス
80
（
八
尾

市
本
町
２
―
８
―
３
）

で
開
か
れ
た
。
主
催
は

一
般
社
団
法
人
予
防
医

療
推
進
協
会
。
理
事
で

株
式
会
社
ニ
ュ
ー
ア
シ

ス
ト
社
長
の
森
井
隆
喜

さ
ん
が
「
姿
勢
と
認
知

症
予
防
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
松
茂
良
興
治
理
事
長

が
「
認
知
症
予
防
の
基
礎
知
識
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

講
演
し
た
。

　

講
演
の
前
後
に
は
、
認
知
症
予
防
チ
ェ
ッ
ク
、
血

管
年
齢
チ
ェ
ッ
ク
、
血
圧
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
を
体
験
し

な
が
ら
参
加
者
は
認
知
症
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め

た
。

森井隆喜理事
松茂良興治
理事長

読
者
の
声

　

大
阪
市
交
通
局
が
い
よ

い
よ
民
営
化
さ
れ
る
に
当

た
り
、
我
々
職
員
は
煮
え

湯
を
飲
ま
さ
れ
つ
つ
あ

る
。
特
に
50
代
以
上
の
数

百
人
が
犠
牲
と
な

る
。
私
自
身
は
、

受
け
取
る
べ
き
約

４
０
０
万
円
が
受

け
取
れ
な
い
。
つ

ま
り
、
退
職
金
が

約
４
０
０
万
円
減

額
さ
れ
る
の
だ
。

少
な
い
人
で
約
１

０
０
万
円
、
多
い

人
で
私
の
よ
う
に

約
４
０
０
万
円
。

　

で
は
、
な
ぜ
こ

の
よ
う
な
事
態
に

な
っ
て
い
る
の

か
。
そ
れ
は
、
大

阪
交
通
労
働
組

合
（
以
下
、
大

交
）
が
橋
下
徹
大

阪
市
長
（
当
時
）

の
言
い
な
り
に
な

り
、
職
員
を
犠
牲

と
す
る
労
使
協
定

を
平
成
24
年
に
結
ん
だ
か

ら
だ
。
具
体
的
に
は
、
50

歳
以
上
の
職
員
の
退
職
金

を
支
払
わ
な
い
と
い
う
も

の
。
そ
の
上
、
勤
続
年
数

を
50
歳
ま
で
し
か
認
め
な

い
と
い
う
理
不
尽
な
項
目

も
加
え
ら
れ
て
い
る
。
大

阪
市
の
財
政
を
立
て
直
す

た
め
と
は
い
え
、
こ
れ
は

や
り
す
ぎ
だ
。
し
か
も
、

一
部
の
人
間
に
し
か
知
ら

せ
て
い
な
か
っ
た
。
卑
怯

な
や
り
方
だ
。

　

平
成
30
年
４
月

に
大
阪
市
高
速
電

気
軌
道
株
式
会
社

へ
移
行
す
る
前

に
、
突
然
こ
の
労

使
協
定
を
突
き
つ

け
ら
れ
た
我
々
50

代
以
上
の
職
員

は
、
青
天
の
霹
靂

で
な
す
術
も
な

い
。
ま
さ
に
、
会

社
の
捨
て
石
だ
。

　

こ
れ
を
何
と
か

食
い
止
め
る
た

め
、
10
月
26
日
大

交
に
陳
述
書
を
出

し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、梨
の
礫
だ
。

勤
続
23
年
の
私
に

対
し
て
あ
ま
り
に

も
冷
酷
非
道
な
対

応
に
、
は
ら
わ
た

が
煮
え
く
り
返
っ

て
い
る
。
大
阪
市
議
会
議

員
や
大
手
マ
ス
コ
ミ
に
訴

え
て
も
、
こ
と
ご
と
く
無

視
さ
れ
る
。
我
々
弱
者
は

泣
き
寝
入
り
す
る
し
か
な

い
の
か
。
ど
う
に
も
が
ま

ん
で
き
な
い
。

大阪市交通局へ、 減額400万円はがまんできない
匿名 （大阪市交通局地下鉄職員、 53）

創立80周年記念祝賀パーティー
700人が集う

開
会
の
挨
拶
を
す
る
稲
田
眞
一
副
会
頭

　

東
大
阪
商
工
会

議
所
（
島
田
亘
会

頭
）
の
創
立
80
周

年
記
念
祝
賀
パ
ー

テ
ィ
ー
が
10
月
31

日
に
シ
ェ
ラ
ン
ト

ン
都
ホ
テ
ル
大
阪

（
大
阪
市
天
王
寺

区
上
本
町
６
）
で

開
か
れ
、
会
員
ら

約
７
０
０
人
が
集

い
祝
っ
た
。

　

昭
和
12
年
創

立
以
来
、
地
域

の
企
業
と
共
に

歩
ん
で
き
た
東

大
阪
商
工
会
議

所
の
役
割
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
社

会
に
お
い
て
ま

す
ま
す
重
要
に

な
る
。

東大阪商工会議所

　

東
大
阪
地
域
経
済
の
歴
史
展
が
10
月
３
日
〜
７
日
に
大
阪
商
業
大
学
ユ
ニ

バ
ー
シ
テ
ィ
・
コ
モ
ン
ズ
ｒ
ｅ
―
Ａ
ｃ
ｔ
南
館
１
階
（
東
大
阪
市
御
厨
栄
町

４
）
で
行
わ
れ
た
。
主
催
は
工
場
を
記
録
す
る
会
（
岡
本
好
行
会
長
）、
後

援
は
東
大
阪
市
と
東
大
阪
商
工
会
議
所
。

東大阪
地域経済
の
歴史展

第
10
回
石
門
心
学
講
演
会

日
時
：
11
月
16
日
（
木
）

　
　
　

講
演
会
18
時

　
　
　

懇
親
会
19
時
20
分

会
場
：
シ
ェ
ラ
ト
ン
都
ホ
テ
ル
大
阪
４
階
大
和
の
間
（
近
鉄

大
阪
上
本
町
駅
直
結
）

参
加
費
：
１
、
１
０
０
０
円
（
会
員
）、
１
、
２
０
０
０
円
（
非
会
員
）

主
催
：
一
般
社
団
法
人
心
学
明
誠
舎

　
　
　
（
☎
０
９
０
―
３
２
７
６
―
８
９
６
６
）

ピ
ン
芸
寄
席

日
時
：
12
月
３
日
（
日
）
16
時
開
演

木
戸
銭
：
２
、
０
０
０
円

出
演
者
：
バ
ル
ー
ン
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
（
エ
ル
ち
ゃ
ん
）、　　
　
　

漫
談
（
ふ
く
ん
ち
ゅ
）、腹
話
術
（
川
上
じ
ゅ
ん
）、

落
語
（
笑
福
亭
仁
智
）、
創
作
噺
（
里
見
ま
さ
と

名
誉
席
亭
）

会
場
：
喜
楽
亭
（
八
尾
市
陽
光
園
２
―
５
―
４
）

問
い
合
わ
せ
：
中
川
席
亭
（
☎
０
９
０
―
１
６
７
７
―
７
５
５
２
）

 

11
月
19
日
投
開
票

補
欠
選
挙

大
阪
府
議
会
議
員

　

こ
の
展
示
会
は
念
願

の
「
東
大
阪
工
場
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」
実
現
の
た
め
の

足
が
か
り
と
し
て
開
か
れ

イ ベ ン ト 情報

共栄化学工業株式会社

八尾市山賀町４―63

TEL072-922-1681

FAX072-923-4879

kyoeikagaku.com

≪商品紹介≫
～色メリヤスウエス～（１ｋｇ￥350）
～混合ウエス～　　 　（１Kg￥150）
～タオルウエス～　　（１ｋｇ￥400）
～タオル雑巾～          　     （１Ｋｇ￥600）

社会福祉法人ヤンググリーン
障害福祉さぽーとライフグリーン
〒578－ 0905　東大阪市川田４－４－８
ＴＥＬ：072－ 963－ 4838
ＦＡＸ：072－ 963－ 4855

ウエス販売

☆不用になった中古衣料やタオルから、ウエス
に適した原料だけを選別加工し商品として仕上
げました。障がいを持つ利用者が手作業で丁寧
に裁断し、梱包をしています。地球に優しく、
皆様に愛される商品を目指しています。



東　　　 大　　　 阪 （２）（第 3 種郵便物認可） （新聞定価　月ぎめ 850円） 平成２９年１１月１５日（水）

八尾商工会議所青年部臨時総会

こ
よ
な
く
不
可
思
議
な
種
類
で
あ
っ
た
。
翔
平
は
香

り
に
よ
っ
て
心
が
落
ち
着
き
、
ま
た
同
時
に
高
揚
す

る
気
分
に
な
る
と
い
う
特
別
な
体
験
を
し
た
。

　

笛
の
音
色
、
そ
し
て
鼓
の
音
が
聴
こ
え
て
く
る
。

い
つ
の
間
に
か
辺
り
は
暗
闇
に
包
ま
れ
て
い
て
、
薪

の
か
が
り
火
だ
け
が
か
ん
が
り
と
朱
色
に
燃
え
て
い

た
。

　

高
安
の
カ
フ
ェ
の
カ
ウ
ン
タ
ー
で
話
を
し
て
い
た

翔
平
と
話
し
て
い
た
真
奈
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
震

え
た
。
薪
能
を
観
に
行
く
約
束
を
し
て
い
た
友
人
か

ら
で
あ
っ
た
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
内
容
は
「
急
に
行
け
な

く
な
っ
た
」と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
真
奈
は
特
別
、

能
に
興
味
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
翔
平
に

聞
け
ば
玉
祖
神
社
は
自
転
車
で
は
か
な
り
遠
い
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
行
く
こ
と
を
断
念
し
よ
う
か
話
が

ま
と
ま
り
か
け
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

　
「
水
原
さ
ん
、
よ
か
っ
た
ら
一
緒
に
行
き
ま
せ

ん
？
」

　

思
い
が
け
な
い
真
奈
の
誘
い
に
、
う
ろ
た
え
る
し

か
で
き
な
か
っ
た
翔
平
。
特
に
こ
れ
か
ら
の
予
定
も

な
い
し
、断
る
理
由
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
唯
一
、

理
由
を
挙
げ
る
と
す
る
な
ら
ば
「
緊
張
し
過
ぎ
る
こ

と
」。

　

そ
ん
な
も
の
が
理
由
に
な
る
は
ず
も
な
く
、
い
つ

も
の
通
り
く
ね
く
ね
し
て
い

る
と
痺
れ
を
切
ら
し
た
よ
う

に
真
奈
が
言
っ
た
。

　
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
送
っ
て
く
れ

ま
せ
ん
で
し
た
よ
ね
。
私
、

傷
つ
い
た
ん
で
す
」

　
「
あ
ぁ
、
ご
め
ん
な
さ

い
！  

そ
れ
は
、
違
う
ん
で

す
！
」

　
「
だ
・
か
・
ら
、
そ
の
罰
と

し
て
一
緒
に
つ
い
て
き
て
く
だ
さ
い
。
能
」

　

渡
り
に
船
と
は
こ
の
こ
と
だ
。
優
柔
不
断
な
翔
平

に
は
あ
り
が
た
か
っ
た
。「
罰
」
と
い
う
形
で
、
理

由
を
作
っ
て
く
れ
た
真
奈
に
感
謝
し
た
。
翔
平
は
草

食
系
も
草
食
系
。
肉
は
お
ろ
か
、
草
も
柔
ら
か
い
若

葉
し
か
食
べ
な
い
と
い
う
生
粋
の
草
食
男
子
。
デ
ー

ト
を
誘
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
デ
ー
ト
に
い

く
理
由
ま
で
用
意
し
て
も
ら
え
な
い
と
一
歩
前
へ
進

め
な
い
優
男
な
の
で
あ
る
。
据
え
膳
食
わ
ぬ
は
男
の

恥
と
い
う
言
葉
は
翔
平
の
た
め
に
作
ら
れ
た
よ
う
な

も
の
だ
。

　

そ
う
や
っ
て
、
子
ど
も
が
母
親
に
手
を
引
か
れ
る

よ
う
に
、
２
人
は
タ
ク
シ
ー
に
乗
り
玉
祖
神
社
へ
向

か
っ
た
次
第
で
あ
る
。

　

薪
能
を
堪
能
し
た
２
人
は
と
ぼ
と
ぼ
と
山
道
を
下

り
て
い
た
。
行
き
は
タ
ク
シ
ー
で
上
っ
た
は
い
い
も

の
の
、
こ
の
一
帯
に
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
な
ど
あ
る
は

ず
も
な
く
。
電
話
で
呼
ぼ
う
か
と
い
う
話
に
な
っ
た

の
だ
が
、
真
奈
が
「
少
し
歩
き
た
い
」
と
い
う
こ
と

で
、
２
人
は
夜
の
山
道
を
歩
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ぽ
つ
り
ぽ
つ
り
と
何
で
も
な
い
話
を
し
て

い
た
２
人
の
会
話
は
次
第
に
途
切
れ
て
い
っ

た
。目
の
前
に
煌
め
く
夜
景
を
眺
め
な
が
ら
、

し
ば
ら
く
沈
黙
の
中
を
歩
く
２
人
。

　

突
然
、
意
を
決
し
た
よ
う
に
真
奈
が
言
っ

た
。

　
「
水
原
さ
ん
」

　
「
は
い
？
」

　
「
付
き
合
っ
て
く
だ
さ
い
」

大
阪
ス
ク
リ
ー
ン
製
作
所

中学生を表彰する河島博代表 （右）

決意を述べる美馬攻之介次期会長

アドグリーンコートで塗装した株式会社大阪スクリーン製作所池田貴彦社長 （左） と
阪口和秀社長

環境にやさしい水性塗料 アドグリーンコート

少
年
野
球
教
室
後
、
記
念
撮
影

　

ゆ
っ
く
り
と
、
な
め
ら
か
に
沈
ん
で
い
く
夕
日
。

西
の
空
は
黄
金
色
に
染
ま
る
。
燦
燦
と
降
り
注
ぐ
光

の
雨
が
木
々
を
照
ら
し
、
山
々
を
照
ら
し
、
道
路
を

照
ら
し
、
住
宅
を
照
ら
し
、
聳
え
立
つ
ビ
ル
を
照
ら

す
。
世
界
を
平
等
に
照
ら
し
て
い
る
の
だ
。

　

高
安
山
か
ら
の
眺
め
は
翔
平
の
心
を
言
い
よ
う
の

な
い
気
分
に
ト
リ
ッ
プ
さ
せ
た
。
熱
帯
魚
が
泳
ぐ
水

槽
の
中
を
覗
い
て
い
る
よ
う
な
感
覚
で
、
麓
か
ら
広

が
る
街
並
み
は
ま
る
で
ジ
オ
ラ
マ
の
よ
う
で
あ
っ

た
。
あ
れ
ほ
ど
高
い
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
が
遥
か
下
に

見
え
る
。
神
様
は
こ
の
よ
う
に
下
界
の
様
子
を
お
眺

め
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
目
の
前
の
風
景
が

夕
日
の
角
度
と
共
に
黄
金
色
に
染
め
ら
れ
て
い
く
。

翔
平
は
さ
き
ほ
ど
高
安
の
カ
フ
ェ
で
飲
ん
だ
枝
豆
ビ

ー
ル
を
思
い
出
し
た
。

　
「
こ
ん
な
に
も
眺
め
の
良
い
場
所
だ
っ
た
ん
で
す

ね
」

　

隣
に
は
真
奈
が
い
た
。
真
奈
も
翔
平
と
同
じ
よ
う

に
目
下
に
広
が
る
風
景
に
見
と
れ
て
い
た
。

　
「
そ
う
で
す
ね
。
な
ん
だ
か
、
お
い
し
そ
う
」

　
「
お
い
し
そ
う
？
」

　
「
え
？　

あ
、
い
や
」

　

枝
豆
ビ
ー
ル
の
こ
と
を
ち
ょ
う
ど
思
い
出
し
て
い

た
の
で
、
ほ
ろ
酔
い
気
分
も
手
伝
っ
て
か
翔
平
は
す

っ
と
ん
き
ょ
う
な
こ
と
言
っ
て
し
ま
っ
た
。
じ
ゅ
る

っ
と
涎
を
す
す
り
な
が

ら
、
漫
画
の
よ
う
に
頭

を
か
い
た
。

　
「
う
っ
と
り
し
ま
す

ね
。
何
だ
か
、
神
社
な

の
に
デ
ー
ト
ス
ポ
ッ
ト

み
た
い
」

　

そ
の
言
葉
に
、
翔
平

の
背
す
じ
は
伸
び
た
。

　
（
デ
ー
ト
ス
ポ
ッ
ト

み
た
い
⁉   

デ
、
デ
、
デ
、
デ
ー
ト
？  

い
や
、
落

ち
着
け
翔
平
！  

神
田
さ
ん
は
た
だ
単
に
『
デ
ー
ト

ス
ポ
ッ
ト
み
た
い
』
だ
と
言
っ
た
だ
け
。
別
に
こ
の

場
所
が
デ
ー
ト
ス
ポ
ッ
ト
の
よ
う
で
あ
る
か
の
よ
う

な
言
い
回
し
を
し
た
だ
け
で
。
本
来
、
神
社
と
い
う

の
は
厳
か
な
場
所
な
の
に
、
目
の
前
の
景
色
が
い
い

感
じ
だ
か
ら
、
あ
た
か
も
元
々
若
者
た
ち
が
デ
ー
ト

す
る
た
め
に
設
計
さ
れ
た
よ
う
な
印
象
を
受
け
て
い

る
だ
け
で
。
た
だ
、
そ
れ
を
言
葉
で
説
明
し
た
に
過

ぎ
な
い
ん
だ
！
）

　

翔
平
は
心
の
中
で
ジ
タ
バ
タ
し
な
が
ら
、
さ
ら
に

は
吃
音
者
の
よ
う
に
何
度
も
ま
ご
つ
き
な
が
ら
自
分

に
言
い
聞
か
せ
た
。

　
「
と
い
う
か
、
２
人
で
能
を
見
に
来
た
っ
て
い
う

の
は
も
う
、
こ
れ
っ
て
デ
ー
ト
で
す
よ
ね
」

　

真
奈
の
言
葉
が
翔
平
の
思
考
回
路
を
止
め
た
。
思

わ
ず
真
奈
の
顔
を
凝
視
す
る
翔
平
。
は
に
か
ん
だ
表

情
は
夕
日
に
照
ら
さ
れ
て
橙
色
に
染
ま
っ
て
い
る
の

で
、
本
来
の
真
奈
の
内
側
か
ら
色
め
く
体
温
は
読
み

取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
真
奈
の
視
線
は
未
だ
風
景

の
方
へ
向
け
ら
れ
て
い
る
。
恥
じ
ら
い
か
ら
そ
の
よ

う
に
振
る
舞
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
日
没
前

の
玉
祖
神
社
は
狂
お
し
い
ほ
ど
紅
潮
し
て
い
た
。

　

先
ほ
ど
ま
で
拝
殿
に
て
祈
祷
を
受
け
て
い
た
市
長

と
市
会
議
員
の
面
々
が
前
に
出
て
き
た
。
ど
う
や
ら

薪
に
火
を
点
け
る
よ
う
だ
。
こ
の
仕
切
り
直
し
で
、

空
気
が
一
度
変
わ
っ
た
の
で
翔
平
は
助
か
っ
た
。
そ

の
ま
ま
だ
と
し
た
ら
呼
吸
さ
え
も
忘
れ
て
し
ま
う
衝

撃
に
、
呼
吸
困
難
に
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

薪
に
焔
が
踊
り
出
し
た
。
天
へ
向
か
い
、
白
、
そ

し
て
ほ
ん
の
り
紫
が
か
っ
た
煙
が
の
ぼ
っ
て
い
く
。

山
風
が
吹
く
と
、
複
雑
で
微
か
に
甘
い
香
り
が
流
れ

込
ん
だ
。
煙
の
香
り
は
極
め
て
オ
リ
エ
ン
タ
ル
で
、

河
内
の
カ
フ
カ嶋津 

亮
太

（
八
尾
市
在
住
の
小
説
家
）

連 載

小 説

―⑩―

次
号
（
12
月
15
日
付
）
に
続
く

河内のカフカ
　「どうして７人じゃないのかしら。七福神とか７
は人に好かれる数でしょ。７が３つ揃えばラッキー
でしょ」
　それだよママ、それ。なぜ６人なのかって話。こ
の６人のうち生没不詳で何もかも謎なのは、小野小
町、喜撰法師、大伴黒主の３人なんだよ。この３人
なんだよ。この３人なんだよ。この３人の正体を知
らせるために他の３人と３組のペアになっていると
いうのはどうだろう」
　オイオイちょっと待ってよ、と言いたいのが成平
の心境だ。今まで小町と喜撰がペアだという話をし
ていたばかりではないか。しかし古代はファジーだ。
Ａ＝Ｂではない。Ａ＝Ａでないこともある。何でも
ありなのだ。大伴は六歌仙の誰と誰がペアなのかを
見つけると断言した。かなりの自信だ。
　ママが大伴に声を掛けた。
　「カラオケで大伴家持の歌を見つけたけど、とし
ちゃん歌える」
　めったに歌わない大伴だが、この歌をしみじみと
歌った。
　「海行かば　水漬くかばね　山行かば　草むすか
ばね　大君の　辺似こそ死なめ　かえりみはせじ」

　百人一首で家持の歌は６番目にでてくる。
　「かささぎのわたせる橋に置く霜の　しろきを見
れば夜ぞ更けにける（新古今和歌集 620）」
　この歌は万葉集にもなく、家持の歌ではないとさ
れている。なぜ定家はそのような歌をこの位置に
持ってきたのだろう。もちろん織田正吉さんの言う
クロスワードを作るためだろうが、成平は５番目の
猿丸大夫が大伴黒主であることを臭わせるための小
細工であるような気がしてならないのだ。大伴家持
の歌の所載歌集「新古今和歌集」の撰者の１人が藤
原定家だというのも気になる。
　そう言えば、３番目の人麻呂の歌も万葉集にはあ
るが詠み人知らずで彼の歌かどうかは定かでない。
この人麻呂の正体について、大伴は、吉備真備を中
心とする人達の総称だと言う。かキノモトノヒトマ
ロの中にキヒノマキヒがすっぽり入ってしまうの
だ。それに真備ほどの天才が歌を残さないはずがな
いと言われたら、成平もそうかなあと思ってしまう。
　「ナリちゃんも歌ってね」
　ママがそう声を掛けた。常連客の２人はすでにか
なり歌っている。１人が、店の嫌がる１番長い歌を
歌うと言い出した。このときはこの歌が消えてしま
うなんて誰も考えなかった。ただ少し長い歌だった。
近鉄バッファローズの歌だ。スナックダイヤモンド
地元の球団でもある。
　「飛ぶ鳥、飛ぶ雲、飛ぶボール、飛ばせ雲までボー
ルよ飛ばせ、バファローズバファローズ角を１ふり
つむじ風バファローズ」
　この歌は延々と続きダイヤモンドの夜も更けて行
く。成平は恬子への気持ちの中に父親の親仁からの
ＤＮＡを意識し始めながら店を後にした。
　「ナリちゃんありがとね」
　ママが見送ってくれる。

百人一首殺人事件 ⑫

東大阪の古代史研究家

十帖田の古代史塾
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「
ス
ク
ラ
ッ
チ
で
当
て
よ
う
！　

八
尾
で

楽
し
い
お
買
い
物
」と
い
う
謳
い
文
句
で「
や

お
買
い
物
ま
つ
り
」
が
開
催
中
だ
。
11
月
３

日
に
始
ま
り
、
19
日
ま
で
。

　

開
催
期
間
中
に
八
尾
市
内
の
小
売

市
場
や
商
店
街
、
専
門
店
な
ど
の

参
加
店
で
買
い
物
を
す
る
と
、
金
額

に
応
じ
て
金
券
な
ど
が
当
た
る
ス
ク

ラ
ッ
チ
が
も
ら
え
る
。好
評
の
イ
ベ
ン
ト
だ
。

問
い
合
わ
せ
は
八
尾
商
工
会
議
所
（
☎
０
７

２
―
９
２
２
―
１
１
８
１
）
へ
。

　

八
尾
市
内
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た
事
業

所
の
商
品
を
八
尾
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
八
尾
市

内
外
へ
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
八

尾
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
２
０
１
７
」を
開
催
す
る
。

主
催
は
、
八
尾
商
工
会
議
所
、
八
尾
市
、
八

尾
市
観
光
協
会
。

　

申
し
込
み
締
め
切
り
は
12
月
20
日
。
問
い

合
わ
せ
は
八
尾
商
工
会
議
所
内
八
尾
コ
レ
２

０
１
７
係
（
☎
０
７
２
―
９
２
２
―
１
１
８

１
）
へ
。

　

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
月
間
だ
。
こ
れ
に

合
わ
せ
て
、
児
童
虐
待
防
止
講
座
が
11
月
22

日
14
時
〜
16
時
に
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
八

尾
市
旭
ケ
丘
５
―
85
―
16
）
で
開
か
れ
る
。

講
師
は
い
の
ち
語
り
隊
代
表
、
永
原
郁
子
さ

ん
。
対
象
は
八
尾
市
在
住
の
人
。
定
員
１
０

０
人
（
当
日
先
着
）。

　

申
し
込
み
は
子
育
て
総
合
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
７
２
―
９
２
４
―

９
８
９
２
）
へ
。

　

株
式
会
社
大
阪
ス
ク
リ

ー
ン
製
作
所
（
八
尾
市
永

畑
町
１
―
３
―
２
）
は
、

今
夏
工
場
の
屋
根
と
壁
を

ア
ド
グ
リ
ー
ン
コ
ー
ト
で

塗
装
し
た
。
水
性
塗
料
で

唯
一
Ｊ
Ｉ
Ｓ
認
定
製
品
の

ア
ド
グ
リ
ー
ン
コ
ー
ト

は
、
日
本
中
央
研
究
所
株

式
会
社
（
東
京
都
港
区
芝

浦
３
―
７
―
12
）
と
ト
ヨ

タ
の
子
会
社
が
共
同
開
発

し
た
も
の
で
、
遮
熱
性
に

優
れ
て
い
る
。
電
気
代
が

約
20
パ
ー
セ
ン
ト
削
減
で

き
る
ほ
ど
だ
。

　

八
尾
で
ア
ド
グ
リ
ー
ン

コ
ー
ト
を
使
っ
た
の
は
株

式
会
社
大
阪
ス
ク
リ
ー
ン

製
作
所
が
初
め
て
。
阪
口

和
秀
社
長
は
「
お
陰
で
工

場
内
が
涼
し
く
な
り
、
作

業
が
は
か
ど
り
助
か
っ
て

い
ま
す
」と
笑
顔
で
話
す
。

　

今
年
か
ら
ア
ド
グ
リ
ー

ン
コ
ー
ト
を
西
日
本
エ
リ

ア
で
扱
う
株
式
会
社
オ
ー

プ
ル
（
八
尾
市
本
町
２
―

８
―
３
）
の
池
田
貴
彦
社

長
は
「
環
境
に
優
し
い
こ

の
塗
料
を
一
人
で
も
多
く

の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た

い
」
と
話
し
て
い
た
。

　

八
尾
商
工
会
議
所
青
年
部
（
村
中
克
会

長
）
の
平
成
29
年
度
臨
時
総
会
お
よ
び
懇

親
会
が
八
尾
商
工
会
議
所
（
八
尾
市
清
水

町
１
）
で
開
か
れ
た
。

　

臨
時
総
会
で
次
年
度
の
役
員
が
選
出
。

次
期
会
長
は
、
株
式
会
社
Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ａ
代
表

取
締
役
の
美
馬
攻
之
介
さ
ん
（
49
）。

　

来
年
で
八
尾
商
工
会
議
所
青
年
部
は
30

周
年
を
迎
え
る
。
ま
た
、
八
尾
市
制
施
行

70
周
年
の
節
目
の
年
で
も
あ
る
。
次
期
役

員
は
重
責
を
担
う
こ
と
と
な
る
。

　

懇
親
会
で
美
馬
さ
ん
は
壇
上
に
立
ち
、

「
私
を
青
年
部
に
粘
り
強
く
誘
っ
て
く
れ

た
亡
友
の
遺
志
を
胸
に
全
力
で
が
ん
ば
り

ま
す
」
と
決
意
を
述
べ
る
と
、
大
き
な
相

手
が
会
場
に
鳴
り
響
い
た
。

次
期
役
員
が
選
出
さ
れ
る

◇ 

◇ 

◇

会
長
は
美
馬
攻
之
介
さ
ん

遮
熱
性

八
尾
で

優

減

初
電
気
代

　

第
11
回
東
大
阪
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が
11
月
５
日
に
東
大
阪
市
営
花
園
中
央
球
場
（
東
大

阪
市
松
原
南
１
）で
開
か
れ
た
。主
催
は
東
大
阪
ベ
ー

ス
ボ
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
、
後
援
は

東
大
阪
市
と
東
大
阪
市
教
育
委
員
会
、
協
賛
は
東
大

阪
市
中
体
連
準
硬
式
野
球
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
八
尾
ベ
ー

ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
。

　

朝
９
時
か
ら
東
大
阪
市
立
中
学
校
準
硬
式
野
球
部

東
西
オ
ー
ル
ス
タ
ー
戦
が
開
か
れ
た
（
東
軍
６
対
西

軍
１
）。
そ
の
後
、
八
尾
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
と

Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
の
試
合
。
２
対
５

で
後
者
が
勝
っ
た
。

　

引
き
続
き
、
少
年
野
球
教
室
が
行
わ
れ
、
野
球
少

年
た
ち
が
喜
び
勇
ん
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
走
っ
た
。

　

八
尾
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
で
は
賛
助
会
員
を

募
っ
て
い
る
。
会
費
は
個
人
３
、０
０
０
円（
１
口
）、

法
人
１
０
、
０
０
０
円
（
１
口
）。
問
い
合
わ
せ
は

代
表
で
総
監
督
の
河
島
博
さ
ん
（
☎
０
９
０
―
３
９

４
３
―
２
２
２
６
）
へ
。

八
尾
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

２
０
１
７

児
童
虐
待
防
止
講
座

 

11
月
22
日
開
催

や
お

買
い
物
ま
つ
り

11月19日まで

や お催 し

第11回 東大阪ベースボールフェスティバル
東大阪市営花園中央球場で

東大阪市立中学校準硬式野球部東西オールスター戦

野
球
は
女
の
子
に
も
人
気

野田義和東大阪市長が始球式に
敢闘賞を受賞した嶋﨑大河君 （左） と
最優秀賞を受賞した水谷颯太君
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神幸行列に参加の女性

　

税
理
士
の
仕
事
は
、
年
々
複
雑
に
な
っ
て
い
る
と

い
う
の
が
現
状
で
す
。
世
の
中
の
流
れ
に
敏
感
で
な

い
と
仕
事
が
で
き
な
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
こ

数
年
で
は
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
が
増
え

ま
し
た
。
相
続
の
質
問
も
増
え

ま
し
た
。
質
問
内
容
は
税
理
士

を
超
え
て
い
る
質
問
も
当
然
出

て
き
ま
す
。

　

最
近
は
、
中
国
人
が
電
子
決

済
で
買
い
物
を
し
て
い
る
と
い

う
話
が
テ
レ
ビ
で
も
よ
く
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
中
国
で
は
八

百
屋
さ
ん
で
も
電
子
決
済
と
な

っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。
ニ
セ
通
貨
が
多
い
か
ら

中
国
で
は
発
展
し
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
電
子
決

済
は
、
お
店
で
カ
ー
ド
を
か
ざ
し
た
り
し
て
、
支
払

っ
た
後
に
銀
行
か
ら
引
き
落
と
し
さ
れ
た
り
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
に
な
っ
た
り
す
る
も
の
で
す
か

ら
、
会
計
上
は
あ
ま
り
難
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

同
時
に
最
近
耳
に
入
っ
て
来
る
も
の
に
「
ビ
ッ
ト

コ
イ
ン
」
が
あ
り
ま
す
。
ビ
ッ
ト

コ
イ
ン
は
、
仮
装
通
貨
な
の
で
お

金
の
は
ず
で
す
。
し
か
し
、
今
年

の
７
月
１
日
か
ら
、
ビ
ッ
ト
コ
イ

ン
は
消
費
税
が
非
課
税
に
な
っ
た

の
で
す
。
商
品
券
と
同
じ
扱
い
に

な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
以
前

ま
で
は
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
を
買
う
と

消
費
税
が
か
か
っ
て
い
た
と
い
う

こ
と
は
、
商
品
（
物
）
と
し
て
見

て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
法
律

が
つ
い
て
い
っ
て
な
い
の
で
す
。

　

日
本
の
店
舗
で
も
「
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
」
に
対
応
し

た
店
が
で
き
て
い
る
様
で
す
が
、
使
っ
て
い
る
の
は

日
本
人
ら
し
い
で
す
。
こ
の
仮
想
通
貨
は
、
円
で
も

な
く
て
、
ド
ル
で
も
な
い
。
よ
く
財
産
は
、
円
だ
け

で
も
っ
て
い
る
と
危
な
い
。
外
貨
を
ま
ぜ
て
資
産
は

も
っ
て
お
く
べ
き
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
リ
ス

ク
を
減
ら
す
た
め
で
す
。

　

そ
の
様
な
流
れ
の
中
で
、
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
に
注
目
す

る
人
も
増
え
て
い
て
、
価
格
が
ド
ン
ド
ン
上
が
っ
て
い

て
、
投
機
商
品
の
様
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
決
済

す
る
べ
き
お
金
が
投
機
商
品
に
な
っ
て
い
る
。
今
は
、

価
格
が
上
が
っ
て
い
る
の
で
、
買
い
物
を
ビ
ッ
ト
コ
イ

ン
で
し
て
い
る
の
で
す
が
、
決
済
目
的
で
ビ
ッ
ト
コ
イ

ン
を
も
っ
て
い
る
方
は
少
な
い
よ
う
で
す
。

　

ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
が
値
上
が
り
し
て
、
通
貨
に
変
え

た
場
合
は
当
然
税
金
が
か
か
り
ま
す
。
Ｆ
Ｘ
な
ど
と

同
様
に
雑
所
得
と
し
て
申
告
す
る
こ
と
に
な
る
で
し

ょ
う
が
、
申
告
を
す
る
私
た
ち
に
わ
か
り
や
す
い
資

料
を
お
客
様
が
提
供
い
た
だ
け
る
の
か
？　

結
局

は
、
税
理
士
が
損
益
を
計
算
す
る
と
な
る
と
、
益
々

大
変
に
な
り
ま
す
。

ビットコインってなんだ？

笑う笑う
税理士
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９
月
24
日
、
八
尾
市
に
あ
る
グ
レ
ー
ス
大
聖

堂
（
八
尾
市
東
山
本
新
町
１
―
15
）
で
は
、
愛
隣

ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
支
援
機
構
（
大
阪
市
東
住
吉
区

今
川
３
―
６
―
７
―
２
０
３
）
が
主
催
す
る
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
＆
ス
ペ
シ
ャ
ル
ト
ー
ク
が

行
わ
れ
た
。
鄭
ヨ
ハ
ン
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）
＆
金

イ
ェ
ナ
（
ピ
ア
ノ
）
夫
妻
に
よ
る
特
別
公
演
。
鄭

ヨ
ハ
ン
氏
と
金
イ
ェ
ナ
氏
は
共
に
北
朝
鮮
国
立
音

楽
大
学
を
卒
業
し
て
お
り
、
朝
鮮
半
島
統
一
の
た

め
の
宣
教
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

会
場
で
あ
る
教
会
に
は
３
５
０
人
を
超
え
る
観

客
が
集
ま
っ
た
。
教
徒
の
中
に
は
半
島
出
身
の
在

　

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
か

ら
の
木
漏
れ
日
が
、
鄭

夫
妻
の
立
つ
ス
テ
ー
ジ

に
差
し
込
み
、
光
が
溢

れ
る
。
そ
れ
は
神
か
ら

の
常
し
え
な
る
恵
み
の

よ
う
に
。

　
「
イ
エ
ス
キ
リ
ス
ト

を
信
じ
て
救
わ
れ
、
そ

し
て
精
霊
様
に
よ
っ
て

生
ま
れ
変
わ
っ
た
鄭
ヨ

ハ
ン
と
申
し
ま
す
」

　

ア
リ
ラ
ン
の
感
動
的

な
演
奏
の
後
、
ヨ
ハ
ン

氏
は
観
客
に
そ
う
言
っ

た
。
鄭
夫
妻
は
北
朝
鮮

か
ら
脱
北
し
て
韓
国
へ

移
り
住
ん
だ
。
そ
の
言

葉
を
聞
い
た
観
客
は
息

を
飲
ん
だ
。

　

ヨ
ハ
ン
氏
は
４
歳
の

頃
に
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を

始
め
た
。
５
歳
に
は
放

送
局
の
主
催
す
る
全
国

大
会
で
優
勝
し
、
一
躍

有
名
人
と
な
っ
た
。
北

朝
鮮
と
い
う
国
に
身
を

捧
げ
て
き
た
が
、
教
会

と
の
出
合
い
に
よ
っ
て

運
命
が
変
わ
る
。
交
換

教
授
と
し
て
海
外
へ
派

遣
さ
れ
た
と
き
、
大
学

内
の
集
い
の
な
か
で
と

あ
る
外
国
人
教
授
に
教

会
へ
行
く
よ
う
に
勧
め
ら
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け

だ
。

　

北
朝
鮮
で
は
「
教
会
は
南
の
悪
人
が
集
い
、
人

び
と
を
誘
い
込
ん
で
誘
惑
す
る
場
所
で
あ
る
」
と

さ
れ
て
い
た
。
小
さ
い
頃
か
ら
の
刷
り
込
み
が
、

事
実
と
は
異
な
る
情
報
を
真
実
と
認
識
さ
せ
る
。

実
際
に
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が

発
覚
す
る
と
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
か
ら
追
放
さ
れ
た
。
ヨ

ハ
ン
氏
は
そ
の
よ
う
な
目
に
遭
っ
た
人
び
と
を
幾

人
も
見
た
。

　

ヨ
ハ
ン
氏
は
思
わ
ず
、
そ
の
外
国
人
教
授
に
身

の
上
を
打
ち
明
け
る
。
そ
れ
は
今
ま
で
一
度
と
し

て
、
他
人
に
話
し
た
こ
と
の
な
い
話
。「
自
分
の

祖
父
が
教
会
の
長
老
で
あ
っ
た
」
と
い
う
密
か
な

告
白
。

　

話
を
聞
い
た
教
授
は
驚
き
、
そ
の
場
に
直
立
し

た
。
彼
は
ヨ
ハ
ン
氏
に
近
寄
り
耳
元
で
呟
い
た
。

　
「
こ
れ
は
神
様
の
摂
理
で
あ
り
、
お
告
げ
で
あ

る
。
だ
か
ら
ぜ
ひ
、
教
会
に
行
っ
て
み
て
く
だ
さ

日
の
人
も
多
数
見
受
け
ら
れ
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

を
飾
る
映
像
で
は
、故
郷
の
風
景
が
映
し
出
さ
れ
、

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
で
観
客
の
す
す
り
泣
く
声
が
印
象

的
だ
っ
た
。

　

ス
ク
リ
ー
ン
に
は
「
驚
く
べ
き
恵
み
な
り
き
」

と
い
う
言
葉
。
そ
し
て
鄭
ヨ
ハ
ン
と
金
イ
ェ
ナ
夫

妻
が
拍
手
に
包
ま
れ
る
な
か
、
登
場
し
た
。

　

す
す
り
泣
き
と
咳
払
い
、
人
び
と
の
小
さ
な
ざ

わ
め
き
の
な
か
、
ヨ
ハ
ン
氏
が
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と

弓
を
構
え
る
と
辺
り
に
静
寂
が
訪
れ
た
。そ
し
て
、

「
ア
メ
イ
ジ
ン
グ
・
グ
レ
イ
ス
」
の
演
奏
が
始
ま
っ

た
。

い
」

　

そ
の
言
葉
は
、
囁
き
で
は
あ
っ
た
が
力
強
い
も

の
だ
っ
た
。
ヨ
ハ
ン
氏
は
タ
ク
シ
ー
に
乗
り
、
教

会
へ
と
向
か
っ
た
。し
か
し
、内
心
で
は
ま
だ
迷
っ

て
い
た
。
幼
い
頃
に
植
え
付
け
ら
れ
た
教
会
へ
の

恐
れ
。
実
際
に
祖
父
が
キ
リ
ス
ト
教
の
信
者
で
、

教
会
の
長
老
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
公
に
な
っ
た

と
き
、
祖
父
は
家
族
も
ろ
と
も
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
か
ら

追
放
さ
れ
た
。

　

教
会
の
前
に
到
着
し
、
中
へ
入
る
の
を
躊
躇
し

て
い
た
ヨ
ハ
ン
氏
で
あ
っ
た
が
、
扉
か
ら
漏
れ
る

讃
美
歌
を
聞
い
た
と
き
に
心
が
動
い
た
。
そ
の
メ

ロ
デ
ィ
ー
、
そ
し
て
歌
詞
に
よ
っ
て
安
ら
ぎ
を
得

た
。
自
分
が
音
楽
を
生
業
に
し
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
音
楽
の
力
に
勇
気
を
得
た
の
だ
っ
た
。

　

生
ま
れ
て
初
め
て
の
礼
拝
。
ヨ
ハ
ン
氏
は
そ
の

間
、
涙
と
鼻
水
で
顔
を
濡
ら
し
、
泣
き
崩
れ
た
。

　

ヨ
ハ
ネ
の
福
音
書
８
章
の
32
節
、
聖
書
に
は
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
。「
真
理
を
知
り
な
さ

い
。
真
理
が
あ
な
た
方
を
自
由
に
し
ま
す
」
そ
の

言
葉
が
ヨ
ハ
ン
氏
の
心
に
響
い
た
。

　

ヨ
ハ
ン
氏
が
４
歳
で
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
始
め
た

と
き
、
ヨ
ハ
ン
氏
の
祖
父
は
祈
り
を
捧
げ
た
。
そ

の
祈
り
に
よ
っ
て
ヨ
ハ
ン
氏
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
人

生
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
祖
父
の
手
に
連
れ
ら

れ
て
レ
ッ
ス
ン
に
通
っ
た
日
々
。
教
室
の
前
の
廊

下
で
待
つ
祖
父
は
、
ヨ
ハ
ン
氏
の
頭
を
抱
き
、
祈

り
を
捧
げ
た
。
そ
の
記
憶
が
鮮
明
に
蘇
っ
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
の
上
で
ヨ
ハ
ン
氏
は
感
謝
を
述
べ

た
。
神
の
恵
み
に
よ
り
、
自
由
を
得
て
北
か
ら
南

へ
。
韓
国
だ
け
で
は
な
く
日
本
へ
来
て
、
観
客
の

前
で
自
由
に
礼
拝
し
、
神
様
を
賛
美
で
き
る
幸
せ

を
。

　
「
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
私
の
祖

父
の
切
な
る
思
い
が
背
後
に
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思

い
ま
す
」

　

そ
の
言
葉
は
静
謐
な
教
会
の
な
か
に
大
き
く
響

い
た
。
ヨ
ハ
ン
氏
は
涙
を
堪
え
て
い
た
。

　

北
朝
鮮
に
は
約
20
万
か
ら
40
万
人
地
下
教
会
の

信
者
が
い
る
。
い

つ
逮
捕
さ
れ
、
い

つ
殺
さ
れ
、
い
つ

亡
く
な
る
か
分
か

ら
な
い
。
そ
の
よ

う
な
緊
迫
し
た
状

況
下
で
、
日
々
祈

り
を
捧
げ
て
い

る
。

　

ヨ
ハ
ン
氏
は
、

そ
ん
な
彼
ら
の
た

め
に
、
そ
し
て
北

朝
鮮
と
韓
国
の
平

和
的
な
統
一
を
祈

る
よ
う
聴
衆
へ

願
っ
た
。

　

最
後
の
演
奏
曲

は
韓
国
の
ゴ
ス
ペ

ル
ソ
ン
グ
。
曲
名

は
「
使
命
」。
新

約
聖
書
の
ヨ
ハ
ネ

の
福
音
書
３
章
16

節
「
神
は
、
実
に
、

そ
の
ひ
と
り
子
を

お
与
え
に
な
っ
た

ほ
ど
に
、
世
を
愛

さ
れ
た
。
そ
れ
は

御み

子
を
信
じ
る
者

が
、 

ひ
と
り
と
し

て
滅
び
る
こ
と
な

く
、
永
遠
の
い
の
ち
を
持
つ
た
め
で
あ
る
」

　

韓
国
に
来
た
ヨ
ハ
ン
氏
が
こ
の
曲
に
出
合
っ
た

と
き
、
ま
た
こ
の
歌
詞
に
触
れ
た
と
き
、
そ
の
御み

言
葉
を
思
い
出
し
た
。
そ
し
て
演
奏
の
前
に
、
短

く
言
葉
を
紡
い
だ
。

　
「
神
よ
、
私
の
心
は
揺
る
が
な
い
。
だ
か
ら
私

は
あ
な
た
を
褒
め
称
え
、
賛
美
し
ま
す
」

　

そ
の
言
葉
は
音
楽
の
よ
う
に
美
し
く
響
き
、
教

会
を
光
で
満
た
し
た
。
万
雷
の
拍
手
は
し
ば
ら
く

の
間
、
鳴
り
止
ま
な
か
っ
た
。

　

愛
隣
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
支
援
機
構
で
は
世
界
の

飢
餓
を
な
く
す
た
め
に
支
援
活
動
を
行
っ
て
い

る
。
世
界
各
地
の
恵
ま
れ
な
い
人
へ
向
け
、
支
援

金
を
送
る
こ
と
で
、
物
心
両
面
で
人
間
ら
し
く
生

き
る
こ
と
を
助
け
る
。「
隣
人
を
自
分
と
同
じ
よ

う
に
愛
し
な
さ
い
」
と
残
し
た
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス

ト
の
言
葉
を
実
践
し
て
い
る
。
グ
レ
ー
ス
大
聖
堂

で
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
の
は
今
回
が
２
度
目
で
あ

る
。

　

２
０
１
９
年
ラ
グ
ビ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
（
Ｗ

杯
）
日
本
大
会
の
試
合
日
程
と
会
場
が
２
日
発
表
さ

れ
、
花
園
ラ
ク
ビ
―
場
で
は
19
年
９
月
か
ら
４
試
合

が
開
催
さ
れ
る
。

　

地
元
で
の
開
催
を
盛
り

上
げ
よ
う
と
関
西
電
力
株

式
会
社
南
支
社
（
東
大
阪

市
小
坂
１
―
６
―
15
）
の

花
壇
に
ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー
ル

と
古
墳
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

オ
ブ
ジ
ェ
が
夏
か
ら
設
置

さ
れ
て
い
る
。

　

自
社
Ｐ
Ｒ
だ
け
で
は
な

く
緑
化
運
動
な
ど
を
通
じ

た
地
元
活
動
の
一
環
で
あ

る
。
今
ま
で
関
連
会
社
で

も
高
く
、
地
元
に
貢
献
で

き
る
の
は
す
ば
ら
し
い
と

思
う
。
廃
材
を
利
用
し
た

手
作
り
で
、
総
務
系
の
社

員
が
昼
休
み
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
活
動
を
し
て
い

る
」
と
話
す
。
事
業
所
内

で
も
注
目
を
集
め
て
お

り
、
台
風
の
時
に
は
「
旗

を
た
た
む
な
ど
技
術
系
の

社
員
も
手
伝
っ
て
く
れ
た

り
し
て
、
仲
間
意
識
も
高

ま
っ
て
い
る
」（
同
氏
）。

の
ぼ
り
や
オ
ブ
ジ
ェ
の

「
ト
ラ
イ
君
」
は
東
大
阪

市
の
許
可
を
得
て
製
作
。

担
当
責
任
者
の
田
中
一
憲

主
査
（
59
）
は
「
も
と
も

緑
化
を
推
進
し
て
き
た
が

な
く
な
っ
た
。
地
元
住
民

か
ら
寂
し
い
と
言
わ
れ
た

こ
と
で
、
自
前
の
活
動
を

立
ち
上
げ
た

の
が
オ
ブ

ジ
ェ
づ
く
り

だ
。
立
ち
止

ま
っ
て
見
つ
め
る
住
民
の

姿
が
あ
っ
た
。
同
社
の
東

大
阪
総
務
グ
ル
ー
プ
リ
ー

ダ
ー
岩
崎
長
蔵
氏
（
44
）

は
「
通
勤
す
る
人
の
関
心

と
技
術
屋
な
の
で
モ
ノ
づ

く
り
を
し
て
い
る
の
が
好

き
で
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル

や
段
ボ
ー
ル
等
の
廃
材
を

集
め
、
コ
ス
ト
を
か
け
づ

に
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ

て
い
ま
す
。
技
術
グ
ル
ー

プ
の
協
力
も
あ
っ
て
、
あ

り
が
た
い
。
生
き
て
い
る

う
ち
に
目
の
前
の
新
し
い

ス
タ
ジ
ア
ム
で
観
戦
で
き

る
」
と
笑
顔
で
語
っ
た
。

「
春
の
花
に
切
り
替
え
季

節
感
を
出
し

た
い
」
と
意

気
込
む
。
加

え
て
「
社
内

に
は
地
元
在
住
者
が
少
な

い
の
で
〝
ふ
る
さ
と
納

税
〟
と
応
援
を
呼
び
か
け

る
」
と
ス
ク
ラ
ム
を
組
む

よ
う
だ
。
花
園
で
の
４
試

合
が
決
定
し
た
こ
と
で
オ

ブ
ジ
ェ
も
装
い
を
新
た
に
し
、
一
段
と
華
や
ぐ
だ
ろ

う
。 

（
石
河
亮
平
）

朝鮮半島統一へ宣教活動
チャリティーコンサート＆スペシャルトーク

ピ
ョ
ン
ヤ
ン
か
ら
ソ
ウ
ル
へ

布団太鼓台の宮入り

縛り紐は沸き立つ雲

参加者15万人超え
枚岡神社秋郷祭開催

　

大
中
小
23
基
の
布
団
太

鼓
台
が
出
雲
井
・
額
田
・

宝
箱
・
豊
浦
・
喜
里
川
・

五
条
・
客
坊
・
河
内
・
四

条
の
９
地
区
を
巡
り
順
番

に
宮
入
し
、
３
台
の
地
車

が
地
域
を
曳
行
し
て
回
る

様
は
壮
観
だ
。
布
団
太
鼓

台
の
乗
り
手
が
打
ち
鳴
ら

す
太
鼓
や
鐘
の
音
、
担
ぎ

手
の
「
チ
ョ
ー
サ
」
の
掛

け
声
、
参
詣
者
の
溢
れ
る

熱
気
は
枚
岡
山
に
鎮
座
す

る
神
々
の
許
へ
と
伝
わ
っ

て
い
く
。

　

祭
り
に
欠
か
せ
な
い
の

が
夜
店
だ
、
３
０
０
店
を

超
す
夜
店
が
境
内
・
駐
車

場
を
所
狭
し
と
埋
め
尽
く

す
。
更
に
枚
岡
駅
か
ら
次

の
額ぬ

か

田た

駅
ま
で
の
道
の
り

も
夜
店
の
列
が
続
い
て
い

る
。
ど
こ
か
ら
湧
い
て
来

た
の
か
と
思
う
ほ
ど
の
参

詣
者
が
ど
ん
ど
ん
と
や
っ

て
来
る
。

　

家
族
連
れ
、カ
ッ
プ
ル
、

子
ど
も
で
も
グ
ル
ー
プ
、

さ
す
が
に
大
阪
府
下
で
最

大
の
秋
祭
り
だ
け
の
こ
と

は
あ
る
。
警
察
発
表
で
は

両
日
で
参
詣
者
が
15
万
人

を
超
す
と
の
こ
と
だ
。

　

布
団
太
鼓
台
と
は
河

内
・
泉
州
地
区
や
播
磨
・

淡
路
地
区
で
担
が
れ
る
大

型
の
太
鼓
台
を
指
し
て
い

う
。
祭
り
の
飾
り
山だ

車し

の

一
種
だ
が
、
形
状
の
最
大

の
特
徴
は
正
方
形
の
巨
大

な
布
団
を
屋
根
に
あ
た
る

部
分
に
、
逆
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

型
に
組
む
点
に
あ
る
。
布

団
だ
ん
じ
り
、
布
団
神み

輿こ
し

、
布
団
屋
台
等
と
も
呼

称
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み

に
布
団
の
頂
上
四
隅
に
あ

る
縛
り
紐ひ

も

は
湧
き
立
つ
雲

を
表
し
て
い
る
。

　

毎
年
５
月
５
日
（
こ
ど

も
の
日
）
に
は
「
小
太
鼓

祭
り
」
が
開
催
さ
れ
、
12

台
の
小
太
鼓
が
宮
入
奉
納

さ
れ
る
。

　

こ
の
祭
り
を
通
し
て
、

小
太
鼓
の
担
ぎ
手
で
あ
る

子
ど
も
た
ち
と
地
域
の
絆

を
深
め
て
い
る
。
氏
子
総

代
か
ら
青
年
・
若
手
に
伝

統
を
引
き
継
ぎ
、
地
域
の

宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
が

一
体
と
な
っ
て
盛
り
上
げ

る
「
枚
岡
神
社
秋
郷
祭
」

の
更
な
る
発
展
を
祈
念
し

た
い
。

 

（
小
川
秀
人
）

〝トライ君〟 オブジェ設置
関西電力南支社の地域活動 ２

０
１
９
年
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯

花園４試合決まる

　ご鎮座2680年の奉祝大祭を滞りなく終えた枚岡神社に秋が来た。10
月の14～15日の2日間、大阪府下で最大規模の秋祭り「枚岡神社秋郷祭」
が賑々しく開催された。秋の実り・収穫を歓び五穀豊穣に感謝して、

枚岡大神に報謝の気持ちを捧げるため
に昔より行ってきた祭りだ。

10
月
14
～
15
日

大阪府下
最大規模の
秋祭り

　コンビニ大手セブンイレブンが、東
大阪市制施行 50 周年を記念し、〝ラグ
ビーのまち東大阪〟をテーマにした「東

大阪ラグカリー」（写真）と〝モノづ
くりのまち〟で働く人に向けた「東大
阪がっつりカレーパン」の２品を期間
限 定 で

発売。
　東大阪市、
大 東 市、 四
條 畷 市 の ３
市計 78 店舗
で 11 月 27
日まで。

セブンイレブン
東大阪市制50周年を記念し
オリジナル商品を発売

オ
ブ
ジ
ェ
製
作
担
当
責
任
者
の
田
中
一
憲
主
査

◎東大阪市での対戦◎

   9   月22日　イタリア×未確定

   9   月28日　アルゼンチン×トンガ

10月   ３    日　ジョージア×フィジー

10月13日　米国×トンガ

拍 

手 

に

包
ま
れ
る 

鄭
ヨ
ハ
ン
さ
ん
、 金
イ
ェ
ナ
さ
ん

グレース大聖堂に
300人超が参加

神様に感謝しながら演奏する鄭ヨハンさん（左）と金イェナさん演奏会 PRのために作られたチラシ

ご鎮座2680年
枚岡神社



東　　　 大　　　 阪 （４）（第 3 種郵便物認可） （新聞定価　月ぎめ 850円） 平成２９年１１月１５日（水）

の
平
面
的
な
能
だ
け
で

な
く
、
そ
の
特
別
な
空

間
の
中
で
五
感
と
時
間

の
変
化
を
味
わ
い
な
が

ら
、
よ
り
立
体
的
な
形

で
能
を
堪
能
し
た
。

　

演
目
は
独
吟
（
高
安

流
謡
本
に
よ
る
）、
仕

舞
「
井
筒
」「
山
姥
」、

そ
し
て
メ
ー
ン
で
あ
る

能
「
弱
法
師
」。

　

弱
法
師
は
、
河
内
国

高
安
郡
山
畑
に
住
む
長

者
、
高
安
通
俊
と
息
子
の
俊
徳
丸
の
物
語
。
八
尾
の

土
地
が
舞
台
と
な
っ
て
い
る
。
上
演
前
に
金
子
直
樹

氏
に
よ
り
、
あ
ら
す
じ
と
見
ど
こ
ろ
の
解
説
が
あ
っ

た
た
め
、
観
客
は
内
容
を
さ
ら
い
な
が
ら
能
を
楽
し

ん
だ
。

　

あ
ら
す
じ
は
こ
う
だ
。
と
あ
る
人
物
の
告
げ
口
に

よ
り
、
俊
徳
丸
を
追
い
出
し
た
高
安
通
俊
。
わ
が
子

を
追
放
し
た
こ
と
を
悔
い
、
四
天
王
寺
で
７
日
間
の

施
し
を
す
る
。
彼
岸
会
の
賑
わ
い
の
な
か
、
弱
法
師

と
呼
ば
れ
る
盲
目
の
青
年
が
施
し
を
受
け
に
来
る
。

そ
の
青
年
こ
そ
が
、
わ
が
息
子
、
俊
徳
丸
。
再
会
し

た
親
子
。
夜
陰
に
ま
ぎ
れ
、
通
俊
は
子
を
連
れ
高
安

の
屋
敷
に
帰
る
。

　

10
月
９
日
、
八
尾
市

に
あ
る
玉
祖
神
社
（
大

字
神
立
４
４
３
）
に
て
、

高
安
薪
能
が
催
さ
れ
た
。

玉
祖
神
社
は
生
駒
山
系
高
安
山
の
西
側
山
麓
に
鎮
座

す
る
。決
し
て
利
便
性
に
恵
ま
れ
た
場
所
で
は
な
い
。

そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
境
内
に
は
３
０
０
人
を
超
え

る
観
客
が
集
ま
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
地
元
発
祥
の
高

安
能
へ
の
関
心
の
高
さ
が
伺
え
た
。
主
催
は
高
安
能

未
来
継
承
事
業
推
進
協
議
会
。

　

夕
刻
５
時
に
始
ま
り
、
西
の
空
へ
沈
む
夕
日
が
境

内
を
橙
に
染
め
る
。
高
安
山
か
ら
そ
の
光
景
を
一
望

で
き
る
の
は
玉
祖
神
社
の
醍
醐
味
で
あ
る
。
日
没

前
に
、
来
賓
の
面
々
に
よ
っ
て
点
け
ら
れ
た
薪
の

炎
。
辺
り
が
暗
闇
に
包
ま
れ
る
な
か
、
薪
の
か
が
り

火
は
あ
か
あ
か
と
別
世
界
を
演
出
す
る
。
薪
能
な
ら

で
は
の
幻
想
的
な
空
間
。
観
客
は
伝
統
芸
能
と
し
て

　

玉
祖
神
社
の
拝
殿
、
そ

の
厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
で

舞
う
能
楽
師
。
薪
の
燃
え

る
渇
い
た
音
、
広
が
る
煙

に
現
わ
れ
る
木
の
香
り
、
移
ろ
い
ゆ
く
空
色
。
こ
れ

ぞ
高
安
薪
能
、
と
い
っ
た
五
感
全
て
が
刺
激
さ
れ
る

価
値
あ
る
舞
台
で
あ
っ
た
。

　

高
安
能
未
来
継
承
事
業
推
進
協
議
会
で
は
高
安
の

地
ゆ
か
り
の
作
品
の
魅
力
を
再
発
見
し
、
未
来
へ
と

継
承
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
今
回
の「
弱
法
師
」

に
代
表
さ
れ
る
よ
う
、
高
安
の
地
を
ゆ
か
り
と
す
る

能
・
狂
言
が
い
く
つ
か
存
在
す
る
。

　

先
人
が
築
い
た
文
化
遺
産
を
敬
い
、
文
学
・
歴
史

講
座
、
体
験
講
座
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
玉
祖
神
社

で
の
薪
能
な
ど
、
市
民
を
対
象
と
し
た
文
化
活
動
・

能
楽
へ
の
啓
蒙
活
動
を
推
進
し
て
い
る
。

�

（
嶋
津
亮
太
）

　

講
演
は
多
く
の
関
連
史

料
や
年
表
を
た
ど
り
な
が

ら
、
孝
謙
（
称
徳
）
天
皇

の
父
・
聖
武
天
皇
の
目
指

し
た
「
仏
の
都
」
建
設
に

ま
つ
わ
る
政
治
と
仏
教
が

テ
ー
マ
。

　

東
弓
削
遺
跡
で
出
土
し

た
古
代
瓦
と
大
規
模
な
基

壇（
１
辺
約
20
メ
ー
ト
ル
）

か
ら
称
徳
天
皇
が
築
い
た

由
義
寺
の
可
能
性
を
「
続

日
本
記
」
の
記
述
を
追
い

な
が
ら
検
証
。

　

聖
武
天
皇
は
即
位
（
７

２
４
）
の
段
階
か
ら
「
仏

の
都
」
づ
く
り
の
思
い
が

あ
っ
た
。
行
基
に
帰
依
し

感
化
さ
れ
て
、
教
義
よ
り

も
仏
教
を
使
っ
て
世
の
中

を
良
く
し
た
か
っ
た
。

　

聖
武
天
皇
が
目
指
し
た

仏
都
・
紫
香
楽
宮
で
の
大

仏
造
営
（
７
４
３
年
）
事

業
の
中
心
に
行
基
が
関
わ

り
大
般
若
経
転
読
（
７
４

４
年
）
を
司
っ
た
。
そ
の

翌
年
、
難
波
宮
で
は
僧
玄

昉
を
中
心
に
法
会
が
行
わ

れ
て
い
た
事
実
を
関
連
史

料
か
ら
追
う
。
聖
武
天
皇

は
行
基
を
、
光
明
皇
后
は

玄
昉
を
信
任
し
て
い
た
こ

と
が
分
か
る
。

　

孝
謙
女
帝
（
称
徳
）
は
、

父
・
聖
武
天
皇
が
目
指
し

た
「
仏
の
都
」（
紫
香
楽
）

建
設
の
破
れ
た
夢
を
八
尾

の
地
に
求
め
た
。
道
を
つ

く
り
橋
を
架
け
る
な
ど
の

社
会
基
盤
が
仏
教
の
力
で

で
き
て
い
く
姿
を
見
て
い

た
の
が
孝
謙
天
皇（
称
徳
）

だ
っ
た
。
こ
こ
に
道
鏡
の

役
割
と
存
在
が
明
ら
か
に

な
る
。
こ
の
よ
う
に
聖
武

天
皇
と
行
基
、
光
明
皇
后

と
玄
昉
、
称
徳
天
皇
と
道

鏡
と
い
う
政
権
と
僧
の
関

係
が
明
ら
か
に
な
る
。

　

当
時
の
僧
は
政
治
の
中

枢
に
お
り
、
寺
院
の
建
築

だ
け
で
な
く
、
道
路
や
港
、

橋
な
ど
建
築
木
工
事
の
技

術
者
で
あ
り
実
行
部
隊
で

あ
っ
た
。
国
を
つ
く
る
た

め
に
仏
教
と
政
治
が
一
体

化
し
て
い
た
の
が
奈
良
時

代
。「
由
義
寺
と
道
鏡
」
の

関
係
に
つ
い
て
は
遺
跡
の

土
の
中
に
埋
も
れ
て
い
る
。

調
査
は
始
ま
っ
た
ば
か
り

で
大
き
な
歴
史
に
繋
が
っ

て
い
く
。「
こ
れ
か
ら
は
由

義
の
ま
ち
、
八
尾
だ
よ
！
」

と
締
め
く
く
っ
た
。

　

八
尾
市
（
山
本
町
）
在

住
の
堀
祥
二
さ
ん
（
70
）

は
「
八
尾
が
全
国
的
に
知

ら
れ
て
い
く
、
私
た
ち
も

誇
れ
る
の
で
嬉
し
い
。（
講

演
会
に
つ
い
て
）
専
門
家

で
な
い
市
民
に
広
報
す
る

い
い
機
会
。
私
は
考
古
学

を
勉
強
し
て
い
る
の
で
文

化
、
歴
史
を
知
る
こ
と
は

非
常
に
重
要
で
、
近
隣
の

関
係
各
市
が
合
同
で
対
応

す
る
必
要
も
あ
る
の
で

は
」
と
思
い
を
語
っ
た
。　

　

終
了
後
、
主
催
者
の
佐

古
田
明
奈
係
長
（
八
尾
市

教
委
会
）
は
「
こ
ん
な
に

大
勢
来
場
し
て
い
た
だ
き

あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま

す
」
と
振
り
返
っ
た
。

�

（
石
河
亮
平
）

八尾市山本町南６－２－29
TEL 072－926－5134

072－921－6893

和やかな雰囲気で

伝統
芸能 高安薪能 開催平

成
29
年
度 

山
本
図
書
館

読
書
週
間
講
演
会

第
39
回
総
会
お
よ
び
懇
親
会

八
尾
東
部
産
業
ク
ラ
ブ

演
目
は
独
吟 「
高
安
」 （
高
安

流
謡
本
に
よ
る
）、仕
舞
「
井

筒
」「
山
姥
」、能
「
弱
法
師
」

能
楽
へ
の
啓
蒙
活
動

熱心に聞き入る歴史愛好家たち

相続に関する相談を受ける税理士の岩田志郎さん （左）

　

11
月
７
日
。
ロ
シ
ア
革
命
か
ら
ち
ょ
う
ど
１
０

０
年
。
ソ
連
が
ま
だ
続
い
て
い
た
ら
、
大
々
的
に

祝
賀
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
現
実
に
は
70
年
で
霧
の
中
に
消
え
た
。

　

ソ
連
時
代
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
辛
酸
を
嘗
め
さ
せ

ら
れ
た
。
特
に
ス
タ
ー
リ
ン
に
は
徹
底
的
に
苦
し

め
ら
れ
た
。
１
９
３
２
年
、
１
９
３
３
年
の
大
飢

饉
で
は
、
餓
死
者
が
３
０
０
万
人
と
も
５
０
０
万

人
と
も
い
わ
れ
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
収
穫
さ
れ
た

農
作
物
を
ス
タ
ー
リ
ン
は
奪
い
尽
く
し
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
人
を
根
絶
や
し
に
し
よ
う
と
し
た
。

　

ま
た
、
１
９
３
０
年
代
半
ば
に
は
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
歴
史
を
弾
き
語
る
コ
ブ
ザ
ー
リ
を
ハ
リ
キ
フ

に
集
め
演
奏
会
を
開
く
と
い
っ
て
騙
し
、
そ
の
後

谷
間
へ
連
行
し
全
員
銃
殺
し
た
。数
百
人
に
上
る
。

　

そ
う
い
っ
た
数
々
の
悪
事
が
資
料
と
し
て
キ
エ

フ
に
残
っ
て
お

り
、
11
月
７
日

ま
で
に
公
開
し

よ
う
と
、
世
界

中
か
ら
集
っ
た

研
究
者
が
躍
起

に
。�

そ
の
結

果
、
我
々
は
そ

の
全
貌
を
お
お

よ
そ
知
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う

に
。

　

悪
夢
の
70
年

間
は
何
だ
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。

そ
ん
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、
久
し
ぶ
り
に
キ
エ

フ
の
戦
争
博
物
館
を
訪
れ
る
。
戦
争
の
爪
痕
を
残

し
た
展
示
物
を
見
る
う
ち
に
、
遣
る
瀬
な
い
気
持

ち
に
な
る
。
歴
史
を
紐
解
く
と
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は

ど
こ
に
も
攻
め
た
こ
と
が
な
い
。
今
な
お
攻
め
ら

れ
、
苦
し
め
ら
れ
続
け
て
い
る
。
１
９
９
１
年
に

よ
う
や
く
独
立
し
た
も
の
の
、
ロ
シ
ア
か
ら
逃
れ

ら
れ
な
い
。

　

ベ
ン
チ
に
座
り
、
ラ
ジ
オ
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ

る
。

　
「
ス
ミ
州
で
、
休
暇
中
の
軍
人
が
拉
致
さ
れ
ま

し
た
。
タ
バ
コ
を
買
い
に
出
た
き
り
戻
ら
な
い
の

で
、
家
族
が
警
察
に
届
け
を
出
し
た
と
こ
ろ
、
ロ

シ
ア
兵
に
拉
致
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
」

　

ま
た
か
。
た
め
息
が
こ
ぼ
れ
る
。
こ
の
と
こ
ろ
、

拉
致
事
件
が
多
発
し
て
い
る
。

　

ウクライナ

連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
90

ロシア革命から100年

第 5回世界に羽ばたけ
『夢』スピーチコンテスト
支援金額：120万円

主催：一般財団法人青少年夢応援隊
協賛：株式会社サンクレスト
後援：大阪府、東大阪市
公式サイト：http://yumeouentai.com

【出場者一次選定】
　作文を基にスピーチコンテスト本選出場者 10名を選考いたします。
①公式サイトより『出場申込書』をダウンロードし、必要事項を記入
②「夢」というテーマで作文を書いていただきます。
　また、受賞した際の支援金の使途も記載ください。
　※原稿用紙（400 字詰め）にて３枚まで
　※手書き、パソコン等問わない
③応募方法：「出場申込書」と「原稿」を併せてメール又は
　郵便でお送りください。
　※「出場申込書」と「原稿」はＨＰよりダウンロード
      してください。
　※メールを送る際の件名は「スピーチコンテスト応募」
      としてください。
④送り先：郵送の場合　宛先：大阪府東大阪市南上小阪 12-42
一般財団法人青少年夢応援隊　スピーチコンテスト企画係宛
メールの場合　info@yumeouentai.com
問い合わせ☎06-6725-0511

⑤原稿締切：平成 29年８月 31日（木）必着

東大阪の企業  株式会社サンクレストが応援しています

【開催趣旨】
将来の夢や目標があるが、経済的支援を必要とする
若者が自身の「夢」をテーマにスピーチを行い、
受賞者を選定、支援金権利を授与いたします。
【応募資格】
大阪在住または在学・在勤の 16歳以上 25歳までの青少年
（1992 年４月２日～ 2002 年４月１日生まれの方）

【本選開催日時】平成29年10月15日（日）
　　　　　13時 30分～ 17時
本選開催場所：大阪商業大学ユニバーシティホール蒼天
　　　　住所：大阪府東大阪市御厨栄町 4-1-10
　　　　　

サンコーではお客様目線に立ち、品質・施工・ご予算に無駄のないプランをご提案します。サンコーではお客様目線に立ち、品質・施工・ご予算に無駄のないプランをご提案します。

　

 物産株式会社 TEL.06-6533-1271
お問い合わせはお気軽に

本　社 〒550-0015　大阪市西区南堀江4丁目33番29号
 E-mail ： info@sankobussan.co.jp
 http://www.sankobussan.co.jp/

東京営業所 TEL（03）3375-1015　FAX（03）3374-0378
名古屋営業所 TEL（052）409-3093　FAX（052）409-3094
大阪営業所 TEL（06）6533-1271　FAX（06）6543-0914
和歌山営業所 TEL（073）451-9004　FAX（073）451-9076
福岡営業所 TEL（092）511-5923　FAX（092）511-5917

キッチン・トイレ・バス・洗面のリフフォームはもちろん、畳の表替えや、外装・耐震補強など、お家のあらゆるご相談に応じます。
２４

撮影時期　昭和33年7月ごろ
撮影場所　国鉄天王寺駅構内にて
� （天王寺ステーションビルがまだありません）

な
つ
か
し
い

写
真
〈
写
真
提
供
〉

読
者・坂
口
　
功

12月２日（土） ■入場料
全席指定・税込
SS席…6,000円、S席…4,500円／割引3,600円プリズムクラブ4,050円
A席…3,000円／割引2,400円プリズムクラブ2,700円 B席…2,000円
フレッシュシート25…1,000円フレッシュシート18…500円

大阪フィルハーモニー交響楽団八尾演奏会
今年の協奏曲 (コンチェルト )と交響曲 (シンフォニー )
は 2人の作曲家が苦しみぬいて完成させた重厚な超名曲
■出演
指揮：垣内悠希
独奏：及川浩治（ピアノ）
管弦楽：大阪フィルハーモニー交響楽団
■プログラム
•グリンカ／歌劇「ルスランとリュドミラ」序曲
•ラフマニノフ／ピアノ協奏曲第 2番　ハ短調　作品 18
•ブラームス／交響曲第 1番　ハ短調　作品 68
※プログラムは変更する場合がございます。予めご了承く
ださい。

プリズムホール（八尾市文化会館）大ホール
15：00開演

　

八
尾
市
東
弓
削
遺
跡
に
お
い
て
「
幻
の
都
」
と
さ
れ
た
由
義
寺
の
塔
の
基
壇
は
歴
史
的
大
発
見
と
し
て

注
目
を
集
め
て
い
る
。
称
徳
天
皇
と
弓
削
道
鏡
が
建
立
し
た
由
義
寺
跡
は
、
幻
の
都
「
西
京
・
由
義
宮
」

の
実
態
を
解
明
す
る
上
で
重
要
な
発
見
で
あ
る
か
ら
だ
。
こ
の
よ
う
な
八
尾
の
古
代
歴
史
を
ひ
も
解
く
講

演
が
行
わ
れ
た
。
八
尾
市
立
山
本
図
書
館
（
八
尾
市
山
本
町
１
―
８
―
11
）
の
読
書
週
間
の
記
念
行
事
と

し
て
、
11
月
４
日
午
後
、
山
本
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
会
議
室
で
開
か
れ
た
。
講
師
は
京
都
府
立
大
学

文
学
部
歴
史
学
科
教
授
・
菱
田
哲
朗
氏
。
菱
田
先
生
フ
ァ
ン
が
多
く
、
受
講
申
込
み
受
付
後
す
ぐ
に
70
人

の
定
員
を
は
る
か
に
超
え
た
と
い
う
。
熱
心
な
郷
土
歴
史
愛
好
家
が
聞
き
入
っ
て
い
た
。

日　程 名　　　称

11月14日㈫ 議会運営委員会

11月17日㈮ 議会運営委員会

11月30日㈭ 本会議（第 1日）

12月1日㈮ 本会議（予備日）

12月4日㈪ 本会議（予備日）

12月7日㈭ 建設産業常任委員会
予算決算常任委員会　建設産業分科会

12月8日㈮ 文教常任委員会
予算決算常任委員会　文教分科会

12月11日㈪ 保健福祉常任委員会
予算決算常任委員会　保健福祉分科会

12月12日㈫ 総務常任委員会
予算決算常任委員会　総務分科会

12月15日㈮ 予算決算常任委員会　全体会

12月20日㈬ 議会運営委員会

12月21日㈭ 本会議（第 2日）

八
尾
市
議
会  

12
月
定
例
会
の
日
程
（
予
定
）

　今年も秋がないような感じで相当に体調不良を起こしている
方が多く、私もその�1�人に入ります。
　特徴としては、眼のかゆみやくしゃみがでるというアレル
ギー症状です。
　さて、今回は、大阪環状線の柿色電車が全面廃止されました
ので、それ以前の城東線時代の時代の写真とします。なつかし
の大阪環状線（城東線時代）のもの。
　大阪環状線は、昭和36年４月に全線が一周できるように開通
しそれまでは、城東線・西成線と呼ばれていました。
　この電車は、戦前に製造されたもので電車の色は、こげ茶色
でありました。
　当時、国鉄では戦前の鉄道省からの決まりで黒色・こげ茶色・
緑色などでありました。
　これは、戦争になると分かりづらい色と決めていたと考えら
れます。
　現在のようにカラフルな色になったのは、昭和30年以降の高
度成長期からです。

「
こ
れ
か
ら
は
八
尾
だ
よ
！
」

菱
田 

哲
朗 

氏

由
ゆ

義
げ

寺
で ら

と仏の都
～塔跡の発見からみえてくる古代国家～

健康・介護・生活・相続に関する

出前相談会開く
山本集会所で

　

健
康
・
介
護
・
生
活
・
相

続
に
関
す
る
出
前
相
談
会

が
、
10
月
24
日
10
時
〜
11

時
30
分
に
山
本
集
会
所

（
八
尾
市
山
本
町
北
４
―

10
―
７
）
で
開
か
れ
た
。

対
象
は
15
歳
以
上
の
八
尾

市
在
住
者
。
山
本
出
張
所

が
行
っ
た
も
の
で
、
初
の

試
み
。
山
本
出
張
所
で
も

生
活
相
談
を
受
け
て
い
る

が
、
よ
り
多
く
の
人
の
相

談
を
受
け
よ
う
と
い
う
声

が
ス
タ
ッ
フ
か
ら
上
が

り
、
実
施
。
山
本
地
区
や

上
之
島
地
区
の
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
、
地
区
福
祉
委

員
会
を
は
じ
め
地
域
団
体

と
協
力
し
て
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
日
、
相
談
に
訪
れ

た
人
は
４
人
だ
っ
た
。
相

続
に
関
す
る
相
談
２
人
、

健
康
に
関
す
る
相
談
１

人
、
地
域
活
動
に
関
す
る

相
談
２
人
。「
相
談
し
た

い
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
ど

こ
に
相
談
す
る
の
が
よ
い

の
か
迷
っ
て
い
た
の
で
、

助
か
っ
た
」「
気
軽
に
保

健
師
に
相
談
で
き
、
あ
り

が
た
か
っ
た
」
な
ど
と
、

相
談
者
は
喜
ん
で
帰
っ
て

い
っ
た
。

　

所
長
補
佐
の
高
尾
あ
ゆ

み
さ
ん
（
45
）
は
「
今
回

介
護
や
福
祉
に
関
す
る
相

談
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
き
っ
と
相
談
が
必
要

な
方
が
い
る
と
思
い
ま

す
。
広
報
や
実
施
の
方
法

を
工
夫
し
て
継
続
し
ま

す
」
と
話
し
て
い
た
。

写
真
ア
ル
バ
ム

八
尾
・
柏
原
の
昭
和

予
約
11
月
16
日
ま
で

　
「
写
真
ア
ル
バ
ム�

八
尾
・
柏
原
の
昭
和
」
が
11
月

25
日
に
樹
林
舎
か
ら
発
行
さ
れ
る
。
Ａ
４
判
２
８
０

頁
上
製
本
、
定
価
９
、
９
９
０
円
（
税
込
み
）。

��

八
尾
市
内
お
よ
び
柏
原
市
内
の
各
書
店
で
予
約
を

受
け
付
け
て
い
る
。
締
め
切
り
は
11
月
16
日
。

�

問
い
合
わ
せ
は
樹
林
舎
（
☎
０
２
５
８
―
86
―
６

１
４
０
）
へ
。

八尾市・玉祖神社

　

八
尾
東
部
産
業
ク
ラ
ブ
（
中

西
啓
豪
会
長
）
の
第
39
回
総
会

お
よ
び
懇
親
会
が
10
月
６
日
に

八
尾
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
（
八
尾

市
八
尾
木
北
５
）で
開
か
れ
た
。

　

総
会
後
に
は
、
ま
め
く
に
や

代
表
の
崎
山
ま
め
み
さ
ん
を
招

き
、
講
演
会
「
た
っ
た
１
日

で
、
そ
の
違
い
が
わ
か
る
！　

が
ん
ば
ら
な
く
て
い
い
っ　

元

気
な
カ
ラ
ダ
の
作
り
方
教
え
ま

す
！
」�

が
開
か
れ
た
。

　

目
か
ら
鱗
が
落
ち
る
話
ば
か

り
で
、
参
加
者
は
メ
モ
を
取
り

な
が
ら
熱
心
に
聞
い
て
い
た
。

　

講
演
会
後
、
会
場
を
隣
室
に

移
し
懇
親
会
が
開
か
れ
た
。
谷

畑
孝
衆
議
院
議
員
、
長
尾
敬
衆

議
院
議
員
、
田
中
誠
太
八
尾
市

長
は
じ
め
来
賓
を
迎
え
、
和
や

か
な
雰
囲
気
の
な
か
、
情
報
交

換
を
行
っ
た
。

挨
拶
す
る
中
西
啓
豪
会
長
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